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こども提案課 ワークショップ ＜令和７年度新規＞

こども提案課ワークショップは、様々な分野の課題やまちづくりに関する

取組について、こどもの意見を聴き、一緒に考えるワークショップです

●ワークショップ概要（主なパターン）

・開催回数 １～２回程度（１回２～３時間程度）

・参加対象 小学４年生から高校３年生まで（テーマに応じて設定）

・参加定員 ３０人程度

●こども・若者政策課が担うこと（主な内容）

・ファシリテーター選定、依頼、支払

・こども募集（所管課へ協力もお願いしています。）

・ワークショップ当日の事務（受付等）

●所管課が担うこと（主な内容）

・ファシリテーターとの打合せ（１回目のみこども・若者政策課も参加）

・必要資料の作成

・ファシリテーターとともにワークショップ当日の運営

・ワークショップ後、こどもへのフィードバック作成

事業内容

テーマ
・給食について思うこと教えてまる！
・交流館で、みんなの「たのしい」を考えよう！
・こんな公園があったらいいな！

参加人数計：２６名

主な意見
・配ぜん台の位置をいすで囲う
・机をグループで向かい合わせる
・小さなこどもからおとしよりまで、
たくさんの人が交流できる公園だと良い

・親がこどもを安心して預けられる公園になると良い など

令和７年度実績

＜ワークショップの様子＞

テーマ
環境学習施設エコット、農産物、こどもの学びや体験、駅前広場、
おいでんまつり の５テーマで実施予定

令和８年度予定
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若い世代のライフデザイン形成支援 ＜令和７年度新規＞

若者が仕事だけでなく、結婚や家庭、子育て等を含めた、トータルのライフプランについて夢や希望を持って描くことができるよう、

将来のライフイベントについて考える機会を提供します。

事業目的

１．ライフデザインセミナーの開催
市内の高校、大学及び企業と連携し、未来の自分の姿や子育て、キャリアについて考えるワーク
などを行う「ライフデザインセミナー」を開催しました。

【実 施 先】豊田北高校、豊田高校、杜若高等学校、中京大学、トヨタ自動車
【参加者数】計６６７名
【セミナーの満足度】８４．１％
【参加者の主な声】
・自分が今何に迷っているかはっきりして、すっきりしました
・まだなにも見えてこなかった自分の未来像を少しだけ想像することができた。
・今回のセミナーがなければ、自分のライフデザインを考えることがなかったので、
とても貴重な機会でした。 など

２．ライフデザイン動画の制作・公開
未来の自分の姿やライフプランについて考えるきっかけを提供する動画「とよたの子育て、覗い
てみませんか？」を新たに制作しました。

令和７年度実施内容

ライフデザインセミナーの継続開催に加えて、若者が子育て家庭を訪問する家族留学を新たに実施

令和８年度予定

↑＜高校でのセミナーの様子＞

↑＜大学でのセミナーの様子＞

↑＜ライフデザイン動画＞

ライフデザイン形成支援以外にも
・豊田市の魅力を活かした婚活イベントの開催
・結婚や出産をされた方へお贈りする「お祝いブック」の作成
など、若者をターゲットとした取組を令和８年度から新たに実施

他にも・・・
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こどもの視点の体験機会の提供 ＜令和８年度新規＞

こどもの視点の体験機会を広く市民等に提供することで、こどもを尊重する行動の促進につなげる。

事業目的

【こどもの視点ラボとの連携協定締結】
「大人がこどもになってみる」をコンセプトにこどもの当事者視点（こどもの視点）での研究

を行う組織「こどもの視点ラボ」と、「こどもにやさしいまちづくりの推進に向けたこどもの視
点の体験機会の提供等に関する連携協定」を令和8年4月16日に締結しました。

＜主な協定内容＞
・こどもの視点に関する講演と体験で構成される「こどもの視点教室」の市内での優先実施
・こどもの視点コンテンツの優先貸出し
・こどもの視点の研究に関する実証への協力
＜協定に基づく今後の主な取組＞
・「大人ランドセル」や「２歳の朝食」等のコンテンツを活用し、市民がこどもの視点を体験
できる機会を提供

・豊田市内イベントで市民アンケートを実施し、こどもの視点に関する研究に活用

令和８年度実施内容

【こどもの視点教室の開催】
こどもの視点ラボによる講話や、大人ランドセル・ベイビーボイ
スといったコンテンツの体験などで構成される講座「こどもの視
点教室」を令和8年7月11日に豊田市で初めて開催しました。

＜場 所＞とよた子育て総合支援センター“あいあい”
＜参加人数＞７６名（こどもの人数も含む）

他にも、市のイベントにおけるコンテンツ体験の機会提供や、
職員向け研修の開催などを実施予定

＜協定締結の様子＞ ＜コンテンツ体験の様子＞ ＜大人ランドセルと２歳の朝食＞

＜参加者の様子＞ ＜体験の様子＞ ＜豊田版大人ランドセル＞
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こども誰でも通園制度プラス、一時保育事業

制度概要

【こども誰でも通園制度プラス】
・利用人数：延べ１，５６２名
※令和８年６月末時点

【一時保育事業】
・利用人数：延べ３０８名（私立除く）
※令和８年６月末時点

○こども誰でも通園制度プラス＜令和８年度運用開始＞

保育所等に通っていないこどもを一時的に預かり、遊びや育ちの機会を提供します。

○一時保育事業

保護者の入院・育児疲れなどの理由により家庭における保育が一時的に困難となった場合に保育所等でこどもを一時的に預かります。

事業概要

利用料定員保育所間
実施場所
ところ

事業名

200円／時間

※対象児：生後6か月
～2歳児

各施設10名

午前9時～午後5時
（土曜日、日曜日、祝日、

年末年始を除く。）

ゆうゆう（志賀町香久礼1-286）

80-1522

こども誰でも
通園制度
プラス

上郷こども園（上郷町郷下15）

21-1830

午前10時～午後5時
（火曜日、日曜日、祝日、

年末年始を除く。）

あいあい（若宮町1-57-1 T-FACE A館 9階）

37-7071

300円／時間
※対象児：同上

5名
午前：9時15分〜11時30分
午後：12時30分〜15時00分
（土日祝、年末年始除く）

井上幼稚園（井上町9-60-１）
45-5010

こども誰でも
通園制度 200円／時間

※対象児：同上
3名

午前9時～午後0時
（土日祝、休園日等除く）

青木幼稚園（青木町2-56-2）
44-0188

0～2歳児：200円／時間
3～5歳児：100円／時間

各こども園で実施。保育時間等は各こども園で異なります。一時保育事業

利用状況

詳細は市ホームページへ！

一時保育

こども誰でも
通園制度プラス
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